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Abstract Invasive mammals have been reported to 

negatively influence Japanese ecosystems through predation 

and interspecific competition. Among them, the Raccoons 

(Procyon lotor) are particularly well-documented predators of 

amphibians, resulting in a decline in amphibian populations. 

However, it remains unclear whether Raccoons prey on 

amphibians in Shiga Prefecture. In this study, we conducted a 

survey using camera traps at the breeding sites of the Japanese 

Brown Frogs (Rana japonica) in Koka City, Shiga Prefecture, 

to investigate what mammals prey on frogs. As a result, we 

successfully recorded Raccoons preying on Japanese Brown 

Frogs. Furthermore, the native mammal Raccoon Dogs 

(Nyctereutes procyonoides) were also recorded preying on 

the Japanese Brown Frogs. These results not only provide 

conclusive evidence of amphibian predation by Raccoons 

in Shiga Prefecture, but also suggest the possibility of 

interspecific competition with native mammals. Further studies 

will be required in Shiga Prefecture to conserve amphibians 

and control Raccoons.
Key words invasive species, Nyctereutes procyonoides, 

predation, Procyon lotor, Rana japonica, Shiga Prefecture

はじめに

　両生類は高次捕食者の餌として生態系の維持を担って
おり（Burton and Likens 1975；Olson 1989；Preston and 
Johnson 2012；Semlitsch et al. 2014；Parry et al. 2015），
日本においても哺乳類や爬虫類，鳥類など，多くの種
にとって重要な餌資源となっている（酒向ほか 2008；
Matsuo and Ochiai 2009；Mori 2021；石川・布野 2023）．
しかし近年，日本に定着した外来哺乳類により両生類
は捕食されており（小倉ほか 2002；Watari et al. 2008；
Matsuo and Ochiai 2009；堀ほか 2013；掛下ほか 2014；
Iwama et al. 2017；栗山・沼田 2020；河原 2021；河瀬 
2022；草野ほか 2022），各地で両生類の個体数減少が報
告されている（Watari et al. 2008；堀ほか 2013；草野ほ
か 2022）．中でも，北米原産のアライグマProcyon lotor

による両生類の捕食は多く報告され（Matsuo and Ochiai 
2009；堀ほか 2013；掛下ほか 2014；栗山・沼田 2020；
河原 2021；河瀬 2022；草野ほか 2022），複数の両生類
で個体数減少の要因になっている（堀ほか 2013；草野
ほか 2022）．また，アライグマは，類似したニッチをも
つタヌキNyctereutes procyonoidesとの競合が報告されて
おり（栗山ほか 2018），日本の生態系に悪影響を与えて
いる可能性がある．
　滋賀県において外来哺乳類による在来両生類の捕食
は，ニホンアカガエルRana japonica，ヤマトサンショ
ウウオHynobius vandenburghiで示唆されている（河原 
2021；河瀬 2022）．この2種は，足跡などの状況証拠よ
りアライグマによる捕食と推察されたが，確実な証拠は
得られていない．他県で行われた研究では，両生類の捕
食者特定に自動撮影カメラが用いられており（堀ほか 
2013；栗山・沼田 2020），確実な証拠を得るためには，
写真や映像として記録を残す事が重要になると考えられ
る．
　そこで，筆者は滋賀県における在来両生類の捕食者特
定を目的に，自動撮影カメラを用いた調査を行った．調
査は，ここ数年2月に，何者かに捕食されたニホンアカ
ガエルの死亡個体が確認されている「甲賀市みなくち子
どもの森」園内で実施した（河瀬 2022）．
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影カメラ（Bushnell 16MP Trophy Cam HD Essential E3，
Bushnell社，米国）を用いて行った．自動撮影カメラは，
例年2・3月にニホンアカガエルが繁殖する池（以下地点
A）に3台と湿地（以下地点B）に2台，陸地から水面に
向けて撮影されるように設置した（図1）．撮影条件は，
赤外線センサーにより動きを検知してから20秒撮影し，
動きが続いている場合は3秒のインターバルをおいて再
度20秒撮影する設定にした．一つの地点に複数のカメラ
を設置したため，同種の哺乳動物が30分以内にいずれか
のカメラで撮影された場合は同一個体と考え撮影回数1
回とした．哺乳類の種ごとに撮影回数を数え，両生類の
捕食と水辺での餌の探索を中心に行動を記録した．

結果

　地点Aにおいてはアライグマ，タヌキ，イタチ類
Mustela spp.（映像でニホンイタチM. itatsiかシベリアイ
タチM. sibiricaのどちらか判断が困難であったため本論
文内ではイタチ類と表記する），アカギツネVulpes vulpes

の4種が撮影回数143回で記録された．内訳は，アライグ
マ79回（55.2%），タヌキ38回（26.6%），イタチ類25回
（17.5%），アカギツネ1回（0.7%）であった．アライグマ
とタヌキの撮影された時間帯はどちらも18時から翌6時
であった（図2）．カエル類の捕食はアライグマで15回（27

材料と方法

　調査は2023年1月26日～3月30日の期間，滋賀県甲賀市
水口町の「甲賀市みなくち子どもの森」園内で，自動撮

図1．「甲賀市みなくち子どもの森」園内での調査位置（地点A：池，地点B：湿地）．図は国
土地理院の空中写真を加工して作成した．
Fig. 1. The study sites of Koka-Minakuchi Children's Forest Nature Park and Museum (Site A: pond, 
Site B: wetland). This map was created by modifying from the Aerial photography of Geospatial 
Information Authority of Japan.

図2．地点Aにおける1時間毎のアライグマとタヌキの撮影回数．
Fig. 2. The number of Raccoons and Raccoon Dogs recorded each 
hour at Site A.
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個体），タヌキで2回（2個体）撮影され，成体のカエル
類が捕食されていた．アライグマによるカエル類の捕食
は（図3A），2月11日，2月12日，2月16日，2月19日～22日，
2月24日，3月2日に撮影された．タヌキによるカエル類
の捕食は2月13日に撮影された（図3B）．アライグマは
最大3個体が同時に撮影され（図3C），この内2個体によ
る交尾行動も撮影された（図3D）．
　地点Bにおいてはアライグマ，イタチ類，イノシシSus 
scrofa，タヌキの4種が28回撮影された．内訳は，アライ
グマ18回（64.3%），イタチ類7回（25.0%），イノシシ2回
（7.1%）タヌキ1回（3.6%）であった．カエル類の捕食は，
アライグマのみで撮影され，2月14日の撮影回数1回で成
体1個体を捕食していた．

考察

　カエル類の捕食は2月11日～3月2日の間で確認された．
「甲賀市みなくちこどもの森」園内に生息するカエル類
で，この期間に観察できる種は例年2・3月に繁殖を行う
ニホンアカガエルのみである（河瀬ほか 2010）．また，

園内ではアライグマに捕食されたと考えられるニホンア
カガエルの死亡個体が，ここ数年2月に確認されている
（河瀬 2022）．よって，今回の調査で捕食されていたカ
エル類はニホンアカガエルだと考えられる．本種は日本
固有種で，1～3月になると産卵のために水辺に集まる（田
辺・松井 2021）．そのため，今回の調査で捕食されてい
たニホンアカガエルは，産卵に集まった個体であったと
考えられる．
　どちらの地点でも，外来哺乳類アライグマは他の哺乳
類種より多い撮影回数を占めており，高頻度の水辺利用
が伺える．アライグマは水辺周辺で生活し（Sonenshine 
and Winslow 1972；Zevelof 2002），両生類を餌とする
ことが知られており（Matsuo and Ochiai 2009；堀ほ
か 2013；掛下ほか 2014；栗山・沼田 2020；草野ほか 
2022），今回の調査でも水辺を餌場と繁殖場として利用
している事が確認された．また，本調査では在来哺乳類
であるタヌキによるカエル類の捕食も確認された．既存
研究でも，タヌキはアライグマと同様に両生類を餌と
する事が報告されている（酒向ほか 2008；Matsuo and 
Ochiai 2009）．アライグマとタヌキは類似したニッチを

図3．A：アライグマによるカエル類の捕食．B：タヌキによるカエル類の捕食．C：アライグマ３個体によるカエル
類の探索．D：図3Cの後に撮影されたアライグマの交尾．
Fig. 3. A: A Raccoon preyed on a frog. B: A Raccoon Dog preyed on a frog. C: Three Raccoons searched for frogs. D: Mating of 
Raccoons recorded after Figure 3C.
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タヌキが撮影された時間帯が重なっていることや，両種
によるカエル類の捕食が確認されたことから，アライグ
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ぼしている可能性がある．本調査地において，アライグ
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具体的な影響を議論するには，それぞれの種の生息密度
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調査地点の生態系を維持するためにも，カエル類の繁殖
や在来哺乳類の行動へ配慮したアライグマ管理策を今後
検討する必要があるだろう．
　今回の調査では，これまで状況証拠のみであった滋賀
県でのアライグマによる両生類捕食を，映像として捉え
ることに成功した．アライグマは，両生類の個体数減少
の要因になっている事が示唆されており（堀ほか 2013；
草野ほか 2022），複数の都県で両生類の保全とアライグ
マの防除が行われている（藤田 2016；安井ほか 2022； 
草野ほか 2022）．滋賀県においても，今後は同様の取り
組みが求められ，両生類の生息状況や，アライグマが両
生類に与える影響を調査する必要があるだろう．
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摘　要
　外来哺乳類は捕食や競合により日本の生態系に悪影響
を与えている．その中でも，アライグマProcyon lotorに
よる両生類の捕食は各地で報告され，個体数減少が問題
となっている．しかし，滋賀県においてアライグマが両
生類を捕食しているかは未だ明らかになっていない．そ
こで，本研究では滋賀県甲賀市のニホンアカガエルRana 
japonica繁殖地で，自動撮影カメラを用いてカエルを捕
食する哺乳類の調査を行った．その結果，アライグマ
がニホンアカガエルを捕食する瞬間を映像として残す
ことに成功した．さらに，日本固有のタヌキNyctereutes 
procyonoidesもニホンアカガエルを捕食していた．これ
らの結果は，アライグマが滋賀県の両生類を捕食してい
る確実な証拠を示しただけでなく，在来哺乳類との競合
の可能性も示唆する． 
キーワード　外来種，タヌキ，捕食，アライグマ，ニホ
ンアカガエル，滋賀県
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